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釜石市からの報告 

 

教育委員会教育総務課  主任 齋藤 洋平 

 

 １ 釜石市での業務について 

 

  釜石市役所での配属先は、総務企画部税務課市民税係です。1月 20日、本格的な内勤が始まり

ました。1 月中は企業から提出される給与支払報告書のデータ入力が主な業務でした。また震災

被災者の損失申告（繰越損失）や漁業収入、農業などの申告受付方法について担当課長補佐より

ご教示いただきました。 

2月 4日から 3日間、震災による繰越損失のある方を対象に、確定申告受付を行いました。北

広島市では経験したことがない繰越損失、県道整備や区画整理事業のために収用された土地の譲

渡所得、漁業収入の申告受付は、初めは戸惑いましたが、周りのサポートや件数を受けることで

徐々に慣れてきました。 

 

 

２ 釜石市の状況について 

  

  岩手県釜石市は、「鉄と魚のまち」とし

て発展してきましたが、とりわけ鉄によ

る影響が大きなものでした。安政 4 年

（1857 年）、盛岡藩士大島高任は、洋式

高炉を築き、鉄鉱石精練による出銑に成

功しました。これにより、釜石は我が国

の近代製鉄業発祥の地となりました。現

在では日本の鉄鋼メーカー大手の新日鐵

住金㈱（旧社名：新日本製鐵㈱）が操業

しています。 

   

震災後釜石市は、平成 23年度から平成 32年度まで 10か年の「釜石市復興まちづくり基本計画 ス

クラムかまいし復興プラン」に基づき、新たなまちづくりを進めています。 

 復興支援のため釜石市職員 432名（平成 26年 4月 1日現在）の他に自治体から 69名、国や民間

企業などから 56人の合計 125名（平成 27年 1月 1日現在）の職員が派遣されています。北海道の

自治体からは私の他に旭川市、室蘭市からそれぞれ 1名が派遣されています。 
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1月 19日、釜石駅に到着し、市役所まで辺りを見渡すと、新しいまちづくりをしている真っ只中

という印象でした。震災後 3年 10か月が経過し、国からの財政支援や全国各地からの人的支援により

一歩一歩着実に前進はしているものの復興にはまだ時間がかかるという印象を受けました。 

 

 

【市役所周辺】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釜石市役所 

（第 1庁舎） 
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【両石地区】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【鵜住居
うのすまい

地区】～釜石市最大の被災地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

破壊された堤防 

住宅街があった場所 
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最後になりますが、派遣期間も残り約 1か月となりましたが、釜石市役所税務課のみなさんの負担

軽減につながるよう、全力で業務に励んでいきたいと思います。 

 

震災爪痕が残る住宅地 

計画盛土を行っている状況 


